
症例 ③31歳  男

●心室中隔欠損症 十肺動脈狭窄症で根治術施行後の患者 .

前額面QRS電気軸はどうか .

V■,V6の R/Sか ら何を考える々 .ヽ
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症例 18 過 度 の 軸 偏 位 ,右 心 性 P波 ,右 室 肥 大
(R+S)は I, Ⅱ,Ⅲ とも負 。前額面 QRS電
気軸は -130° であ り,過度 の車由偏位 である。Vl
の P波は尖鋭 で2.5mmあ り,右心性 P波の基準
を満 た している。V■のR波 は10mmでR/Sは 4,

V■か ら左へ 向か って R/Sは 減少
は 1よ り小 。右 室 肥大 であ る。

V2の 2相性 Tは右室肥大に伴う
と考えてよい。

し, V6ではR/S
V■の深 い陰性 T,

2次性 の T変化

MEMO 〈右室肥大〉

ミネソタコー ドの右室肥大基準は ,

V.の R≧ 5mm, かつ R/S>1,か つ R/S比がVl
の左側 で減少

である。

森 らは ,

!)前額面 QRS電 気車由≧ 110°
2)V.の R/S≧ 2,か つ V.の R波≧ 5im
3)V6の R/S≦ 1

を提唱 している。

右室肥大基準は多くの研究者が少 しずつ異なった基準

を提唱しているが,左室肥大に比 し偽陽′1生率,偽陰性
率が高 く,信頼性が低い。
本症例のように voltage criteria(QRS力 曳の振 1囁によ
る基準 )を 満足するうえに,右軸偏位,右房負荷所見
を伴つている場合には右室肥大の診断は確実であると
いえる。
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